
高校生ステップアップ・プログラム

北海道戸井高等学校
課 程 全日制

学 科 普通科

生徒数 ７２名

１ 事業のねらい
ことばの使い方や対人行動の仕方が適切ではなく、生徒と生徒、生徒と教師間のコミュニケ

ーションがうまくできない生徒が増えてきており、対人関係のトラブルが発生することも危
惧される。その対策として、アサーションスキルを身に付けさせて、個人の意思伝達能力と
他者を受容する態度を会得させる。

２ 取組の経過
＜組織図＞

６月 校内研修会（１学年ＱＵの事例検討会）実施 主宰

８月 校内研修会（３学年ＱＵの事例検討会）実施
２学年対象の構成的グループエンカウンター
の実施
校内研修会（２学年ＱＵの事例検討会）実施

11月 １学年対象の構成的グループエンカウンター
の実施
校内研修会（１学年の経過報告・検討会）の実施

12月 校内研修会（コーディネーターによる講座（協
同学習、人間関係づくりの教材等について）） ＱＵ 教育相談

の実施
グループエンカウンター

※通年でコーディネーター主宰の「函館教師サポ
ート研究会」（約月１回）に参加、報告会を実施
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３ 主な取組の内容
１ 構成的グループエンカウンターの実施

いじめや不登校などの問題を未然に防ぐことを目的に、意図的に生徒間交流の場を与
え関係づくりを支援する手段として、８月２４日（火）は２学年、１１月９日（火）は
１学年を対象に、ＬＨＲの時間を利用して構成的グループエンカウンターを実施した。
コーディネーターの金山健一氏を招き、「おもしろ心理学講座」を実施。サイコエデュ

ケーション（心理教育）の要素も取り入れ、「友だちは、財産だ」をキーワードに、いく
つかの質問に対し周囲の生徒同士で意見交換しながら展開した。

２ 教員を対象とした校内研修会（ＱＵによる事例検討会）の実施

１回目：６月２８日（月）１学年 ※初任者研修（地域研修）渡島管内から３名参加

２回目：８月１７日（火）３学年

３回目：８月２４日（火）２学年

１、３回目にはコーディネーターの金山健一氏を招き、事例発表に対する講評、対応

策の検討会の進め方や検証方法、生徒個々への指導方法等についてアドバイスを受けた。

また、１１月９日（火）には再度金山健一氏を招き、１学年に係る経過報告及び個々

の生徒に対する指導方法等について協議した。

１２月３日（金）には金山健一氏による講演を実施、協同学習の実施方法等について

アドバイスを受け、また教室で実践できる人間関係づくりの教材について、実際に教員

同士ペアになり各種の教材（リフレーミング「短所を長所に」等）を体験した。

４ 成果と課題
○ 成 果

(1) ＱＵ・ＡＳＳＥＳＳにおける学級不満足群の生徒数の減少

５月調査１７名→１２月調査１０名

(2) 保健室来室生徒数の減少

平成２１年度のべ６０５名→平成２２年度のべ４９９名（４月～２月同期）

(3) 不登校傾向の生徒の欠席日数の減少

中学校で休みが多かった各生徒の欠席人数が減少した。

(4) 中途退学数の減少

平成15年度からの中途退学数の推移

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

１４名 ８名 ６名 ５名 ３名 ２名 １名 １名

○ 課 題

(1) コミュニケーション不足などにより、対人関係のトラブルや問題行動につながるケー

スが見受けられた。その解決のため、さらなるコミュニケーション能力の向上を目指し、

ピアサポートを導入するなど、より良い人間関係をつくりあげるよう内容を検討する必

要がある。

(2) 小規模な生徒集団での生活のため、社会性の欠如した行動が見受けられた。その解決

のため、地域社会における各種の体験的活動や異年代との交流を計画する必要がある。

○ 次年度に向けて

(1) １学年におけるより良い人間関係づくりを進めるため、今年度の１学年の宿泊研修にお

いて構成的グループエンカウンター導入するなど、コミュニケーション能力の向上を図る

こととしている。

(2) 地域の幼稚園、小・中学校、大学、老人ホームなどの異世代の人との交流や体験的な活

動を実施し、生徒の社会性を高めることとしている。


